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確率法則に従って運動し,それに応じて配置 r7が変化する.時刻 tでの配置を rT7(i)-(･TJx(i))x∈Z
で表す.この系を拡散型スケールの下で見たときの粒子の経験分布を αtで表す :
/_mJ (0,αt'dO'-妄x;Z恥(N2t'J'x/N) (J∈Con'R))･











はく0,1)Z 上の非負関数でその値 cx,.T+1は配置 Inの下でのxと.T+1間の粒子の移動の速さを表
す (平均待ち時間の逆数)･cx,叶 1≡1であればこの過程は排他条件の下でランダムウオークする
N 個の粒子のなすMarkov過程に他ならない･ C.T,I+1は次の条件を満たすとする :
1･ 空間的一様性 C.T,.T+1(rJ)-Col(T.TT7).
21 非退化性 col(7)>0(rno≠･T71).
3･ 相互作用の局所性 co,1(r7)は 71の有限個の座標にしか依存しない.
4･ 対称性 co,l(･り01)-co,1(･り)･
但しTX申ま･UをtTだけ平行移動した配置 (Tly+.T)y∈Zを表す･
Theore- 1 c.T,X+1が上の条件を満たし,初期値 αOが一つの確率分布に収束すれば′り(i)に対
し流体力学極限が成り立つ･(2)に現れる拡散係数 D(p)は以下に述べる Gree･n-Kubo公式で与
えられる :
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